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１．業務概要 

 

1.1 件名 

自動車騒音常時監視調査委託 

自動車騒音の常時監視に係る調査 

 

1.2 目的 

騒音規制法第 18 条第１項の規定に基づき、小金井市内における主要幹線道路を対象とし、自動車

騒音の状況の常時監視を実施した。また、自動車騒音常時監視報告書および環境省への報告資料を

作成した。なお、環境省が配布する面的評価支援システムを用いて、「自動車騒音常時監視マニュアル」

（平成 27 年 10 月 環境省）及び「騒音規制法第 18 条の規定に基づく自動車騒音の状況の常時監視

に係る事務の処理基準について」（平成 23 年 9 月 14 日付け環水大自発 110914001 号環境省水・大

気環境局長通知）に沿った評価対象路線の環境基準の達成状況の把握を行い、今後の総合的な道路

環境の各種施策への反映を図る資料とすることを目的とした。 

 

1.3 履行期限 

契約締結日から令和 5 年 3 月 31 日まで 

 

1.4 準拠する法令等 

本業務は発注仕様書によるほか、下記の関係法令等に基づいて行うものとした。 

(1) 環境基本法（平成 5 年 11 月 19 日 法律第 91 号） 

(2) 騒音規制法（昭和 43 年 6 月 10 日 法律第 98 号） 

(3) 騒音に係る環境基準（平成 10 年 9 月 30 日 環境庁告示第 64 号） 

(4) 「騒音規制法第 18 条の規定に基づく自動車騒音の状況の常時監視に係る事務の処理基準に

ついて」（平成 23 年 9 月 14 日 環水大自発 110914001 号環境省水・大気環境局長通知） 

(5) 自動車騒音常時監視マニュアル（平成 27 年 10 月 環境省水・大気環境局自動車環境対策課  

以下「常時監視マニュアル」という。） 

(6) その他関係法令等 

 

1.5 実施機関 

株式会社 CTI ウイング 東京事務所 

計量証明事業所登録 大阪府知事登録 第 10404 号（音圧レベル） 

 第 10405 号（振動加速度レベル） 

〒135-0016 東京都江東区東陽 6 丁目 5-6 

ＴＥL 03-6666-4780  FAX 03-6666-3958 
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２．業務内容 

 

2.1 評価対象路線について 

本業務の業務対象は、表 2.1 に示す路線とし、評価対象とする区間の両側の道路端から各 50m の

範囲を対象とした。また各路線のうち表 2.2 に示す 2 地点で道路騒音等の調査を行った。調査地点の

全体図を図 2.1 に、調査地点ごとの詳細を図 2.2(1)～(2)に示す。 

 

表 2.1 調査対象路線 

 

 

 

表 2.2 騒音等調査地点 

 

 

道路※1

種別

路線
番号

路線名 起点側 終点側

1 4 7 杉並あきる野線 小金井市・武蔵野市境 小金井市桜町3-6 2 40370 1.7

2 4 15 府中清瀬線 小金井市・府中市境 小金井市中町4-14 2 40830 1.7

3.4

※１ 道路種別　4:主要地方道

※２ 調査単位区間番号は、平成27年道路交通センサス番号を示す。

総区間延長

一連
番号

区間
延長
(km)

調査単位※2

区間番号

車
線
数

起終点住所路　線

地点1 杉並あきる野線 40370 小金井市関野町1-6

地点2 府中清瀬線 40830 小金井市前原町5-14

地点
番号

路線名
調査単位
区間番号

調査地点
住所
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図 2.1 調査対象路線・騒音等調査地点 

 

 

  

騒音等調査地点 

常時監視№1 

 

常時監視№2 
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番 号：常時 1  路線名：杉並あきる野線 住所：小金井市関野町 1-6 

 

図 2.2(1) 調査地点の詳細図  地点 1杉並あきる野線（40370） 小金井市関野町 1-6付近 

 

 

番 号：常時 2  路線名：府中清瀬線 住所：小金井前原町 5-14 

         

図 2.2(2) 調査地点の詳細図 地点 2 府中清瀬線（40830） 小金井市前原町 5-14付近 

道路近傍 

背後地 

道路近傍 

背後地 
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2.2 調査日時 

 

令和 4 年 6 月 23 日（木）9:00 ～ 6 月 24 日（金）9:00 

 

2.3 調査項目 

調査項目を表 2.3 に示す。 

 

表 2.3 調査項目の一覧 

項目 調査の内容 

騒音測定 

道路近傍騒音

レベル 

測定項目： 昼間等価騒音レベル（LAeq,16h） 

 夜間等価騒音レベル（LAeq,8h） 

 時間率騒音レベル（LA5、LA10、LA50、LA90、LA95） 

 騒音レベルの最大値（LAmax） 

測定頻度： 24 時間連続測定（毎正時から 10 分間×6 回×24

時間） 

背後地騒音 

レベル 

測定項目： 昼間等価騒音レベル（LAeq,16h） 

 夜間等価騒音レベル（LAeq,8h） 

 時間率騒音レベル（LA5、LA10、LA50、LA90、LA95） 

 騒音レベルの最大値（LAmax） 

測定頻度： 昼間（6～22 時）・夜間（22～6 時）にそれぞれ 

2 回（10 分間×4 回） 

交通量・ 

平均走行速度

測定 

交通量測定 

測定項目： 方向別・車種別・時間別の走行車両台数 

車種分類： 4 車種分類（大型車Ⅰ・大型車Ⅱ・小型車・二輪車） 

測定頻度：  昼間（6～22 時）・夜間（22～6 時）にそれぞれ 

2 回（10 分間×4 回） 

平均走行速度

測定 

測定項目： 方向別・時間帯別の平均走行速度（各 10 台） 

測定頻度： 車種別交通量の調査と同時 
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2.4 調査方法 

 

2.4.1 騒音測定 

①測定項目 

昼間等価騒音レベル（LAeq,16h） 

夜間等価騒音レベル（LAeq,8h） 

時間率騒音レベル（LA5、LA10、LA50、LA90、LA95） 

騒音レベルの最大値（LAmax） 

 

②測定方法 

騒音レベルの測定は、「環境基準の表示・測定方法」（JIS Z 8731-2019）及び「騒音に係る環境基

準の評価マニュアル」（平成 27 年 10 月 環境省）に準じて実施した。測定地点に JIS C 1509-1 に

定める積分型普通騒音計（周波数重み特性：A  時間重み特性：F）を地上高さ 1.2m に設置し、

100m 秒間隔の瞬時値を騒音計内部のメモリに順次保存した。 

後日事務所にて、騒音レベルの瞬時値を計算機に取り込み、10 分間の等価騒音レベル、時間率

騒音レベル、騒音レベルの最大値を算出した。 

 

③測定頻度 

道路近傍 24 時間連続測定（毎正時から 10 分間×6 回×24 時間） 

背後地 昼間・夜間にそれぞれ 2 回（10 分間×4 回） 

 

④測定機器及び測定条件 

使用する測定機器及び測定条件を表 2.4 に示す。測定機器の構成を図 2.3 に示す。 

 

表 2.4 使用測定機器及び測定条件 

機器名称 
製造 

ﾒｰｶｰ 
型式 主な仕様／測定条件 

普通騒音計 ㈱ ソーテック 
TYPE 

1010 

適合規格：JIS C 1509-1 クラス 2 

測定レベル範囲：A 特性  28～138dB 

測定周波数範囲：20 Hz ～ 8 kHz 

周波数重み特性：A 

時間重み特性：F 

サンプリング間隔：100m 秒 

 

 

図 2.3 測定機器の構成図（騒音レベル） 

  

マイクロホン 

地上高さ h=1.2m 
普通騒音計 

TYPE 1010 

周波数重み特性：A 

時間重み特性：F 

サンプリング間隔：100m秒 
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2.4.2 交通量測定 

①測定項目 

交通量 方向別（上り方向・下り方向） 

 車種別（大型車Ⅰ・大型車Ⅱ・小型車・二輪車） 

  

②測定方法 

ビデオカメラにて対象道路を撮影し、社内にて撮影データから、対象道路を走行する車両の台数

を方向別、車種別、時間別に、マニュアルカウンターを用いて計測した。なお、車種の分類は表 2.5

に示すとおりとする。 

 

③測定頻度 

昼間の基準時間帯で 10 分間の測定を 2 回 

夜間の基準時間帯で 10 分間の測定を 2 回 

 

表 2.5 車種分類表 

区 分 ナンバープレート その他の特徴 代表的な車種 

大型車Ⅰ 

普通貨物自動車 1,10～19 まで及び 100～199

まで(大型番号標) 

車両総重量 8 ﾄﾝ以上 

最大積載量 5 ﾄﾝ以上 

 

車両前部上部に速度

表示灯(ﾊﾞｽを除く) 

※1999 年以降、速度

表示灯は廃止された 

ｷｬﾌﾞｵｰﾊﾞｰﾄﾗｯｸ 

ﾀﾞﾝﾌﾟ 

ﾄﾗｸﾀ 

 

特種用途自動車 8,80～89 まで及び 800～899 

まで(大型番号標) 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾐｷｻｰ車 

ﾀﾝｸ車 

乗合自動車 2,20～29 まで及び 200～299 

まで(大型番号標) 

観光ﾊﾞｽ 

路線ﾊﾞｽ 

大型車Ⅱ 

普通貨物自動車 1,10～19 まで及び 100～199 

まで(小型番号標) 

車両総重量 8 ﾄﾝ未満 

最大積載量 5 ﾄﾝ未満 

ｷｬﾌﾞｵｰﾊﾞﾄﾗｯｸ 

ﾊﾞﾝ型ﾄﾗｯｸ 

特種用途自動車※ 8,80～89 まで及び 800～899 

まで(小型番号標) 

冷蔵冷凍車 

塵芥車 

乗合自動車 2,20～29 まで及び 200～299 

まで(小型番号標) 

乗車定員 11 人以上 

29 人以下 

ﾚﾝﾀｶｰ 

ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ 

小型車 大型車Ⅰ及び大型車Ⅱ、二輪車を除く自動車 

二輪車 二輪自動車、原動機付自転車 

※大型車Ⅱの特種用途自動車には、改造前の自動車（乗用車、小型貨物）と同程度の大きさのものは含めない。それら

は小型車にカウントするものとした。 
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2.4.3 平均走行速度測定 

①測定項目 

平均走行速度 方向別（上り方向・下り方向）  

 

②測定方法 

ビデオカメラにて対象道路を撮影し、社内にて撮影データから、自動車が一定区間を走行すると

きの所要時間をストップウォッチで計測し、以下に示す計算式により求めた。 

 

走行速度（㎞/h） ＝ 区間距離（m） ÷ 通過時間（s） × 3.6 

 

③測定頻度 

昼間の基準時間帯で 10 分間の測定を 2 回 

夜間の基準時間帯で 10 分間の測定を 2 回 
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３．関係法令 

3.1 騒音に係る環境基準 

 

◆ 道路に面する地域以外の地域（一般地域） 

地 域 の 類 型 
時間の区分（LAeq（dB）） 

昼 間 夜 間 

Ａ Ａ 50 以下 40 以下 

Ａ 及 び Ｂ 55 以下 45 以下 

Ｃ 60 以下 50 以下 

備考 環境基本法では、騒音に係る環境基準の地域類型をあてはめる地域を知事が指定することとなっており、東京都

での指定状況は次のとおりである。 

   （次表以下同じ） 

① 地域の類型該当地域 

ＡＡ：清瀬市の区域のうち、松山 3 丁目 1 番、竹丘 1 丁目 17 番、竹丘 3 丁目 1 番から 3 番まで及び竹丘 3 丁目 10 番
の区域（療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域など特に静穏を要する地域） 

Ａ ：第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域、第１種中高層住居専用地域、第２種中高層住居専用地域（専
ら住居の用に供する地域） 

Ｂ ：第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域、用途地域の定めのない地域（主として住居の用に供する地域） 

Ｃ ：近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域 

② 時間の区分 

昼間：午前 6 時から午後 10 時まで 

夜間：午後 10 時から翌日午前 6 時まで 

 

◆ 道路に面する地域※1（この地域には、上表によらず次表の基準値が適用される） 

道路に面する地域の環境基準については、平成 12 年度から、一定地域内の住居等のうち騒音レベルが環境基準を超過す
る戸数及び超過する割合により評価（面的評価）することとなっている。（「騒音に係る環境基準について」環境庁告示 平成 11

年 4 月施行） 

地 域 の 区 分 
時間の区分（LAeq（dB）） 

昼 間 夜 間 

 Ａ地域のうち 2車線以上の車線※2を有する道路

に面する地域 
60 以下 55 以下 

 Ｂ地域のうち 2車線以上の車線※2を有する道路

に面する地域及びＣ地域のうち車線※2 を有する

道路に面する地域 

65 以下 60 以下 

         ※１ 「道路に面する地域」とは、道路騒音が支配的な音源である地域のことである。（「騒音に 

係る環境基準の改正について」（平成 10 年 9 月 30 日 環大企第 257 号）） 

※２ 車線とは、1 縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の復員を有す 

る帯状の車道部をいう。 

 

◆ 幹線交通を担う道路※（この地域には、特例として次表の基準値が適用される） 

昼 間 夜 間 

70 以下 65 以下 

備考   個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれているときは、屋内へ
透過する騒音に係る基準（昼間にあっては 45dB 以下、夜間にあっては 40dB 以下）によることができる。 

 

※ 「幹線交通を担う道路」とは、高速自動車国道・都市高速道路・一般国道・都道府県道・4 車線以上の市町村道のことをい
う。「幹線交通を担う道路に近接する空間」とは、次の車線数の区分に応じ道路端からの距離により範囲が特定される。 

・ 2 車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路    15m 

・ 2 車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路   20m 
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4．調査結果 

 

4.1 道路調査および沿道調査 

表 4.1 の評価対象路線について道路構造条件・騒音対策状況・交通流条件、沿道の土地利用状況

等を調査した。 

① 道路調査 

評価対象路線について、現地道路調査により、道路構造条件・騒音対策状況・交通流条件を調

査し、騒音の影響が一定とみなせる区間に細分化し、評価区間を設定した。 

本年度業務における評価区間の設定を表 4.1 に示す。 

 

表 4.1評価区間の設定 

 

 

② 道路横断面調査 

道路近傍騒音を測定した位置において、道路横断情報を現地計測もしくは既存資料により調査

し整理した。 

計測結果は、添付資料「詳細図（騒音測定地点の平面図・横断図）」に示した 

③ 建物調査 

「5.3 沿道設定」と合わせてデジタル住宅地図より建物情報を取得する。 

  

区間番号 起点側住所 終点側住所
車
線
数

舗装
種別

区間※

延長
(km)

1 7 杉並あきる野線 40370-1 小金井市・武蔵野市境 小金井市桜町3-6 2 低騒音 1.7 小金井市関野町1-6

2 15 府中清瀬線 40830-1 小金井市・府中市境 小金井市中町4-14 2 低騒音 1.7 小金井市前原町5-14

※ 区間延長は面的評価支援システムの集計による

一連
番号

測定地点

令和4年度の評価区間

路線
番号

路線名



11 

 

 

4.2 騒音等調査 

 

4.2.1 道路近傍騒音レベル 

道路近傍の騒音レベルは、1 時間あたり 6 回実施した結果の中から、改造バイクや緊急自動車のサ

イレン等の影響を受けていると思われるデータを除外し、残りのデータをエネルギー的に平均して観

測時間帯別、基準時間帯別の等価騒音レベル（LAeq）を算出した。 

道路近傍における騒音レベル調査結果を表 4.2、観測時間別の騒音レベル調査結果を表 4.3(1)～

(2)および図 4.1(1)～(2)に示す。また、実測時間別の騒音調査結果を資料編に示す。 

昼間の時間区分で、等価騒音レベルが最も大きかったのは地点 2 府中清瀬線（40830） であり、

65dB であった。夜間の時間区分で、等価騒音レベルが最も大きかったのは地点 1 杉並あきる野線

（40370） であり、62dB であった。 

環境基準達成状況は、地点 1 杉並あきる野線（40370）、地点 2 府中清瀬線(40830)で昼間、夜間

ともに環境基準・要請限度を達成した。 

 

表 4.2 道路近傍騒音レベルの調査結果 

 

調査日：令和4年6月23日（木）9：00～6月24日（金）9：00

基準値 適合状況※2 基準値 適合状況※2

昼間 64 70 ○ 75 ○

夜間 62 65 ○ 70 ○

昼間 65 70 ○ 75 ○

夜間 61 65 ○ 70 ○

※１ 時間区分の昼間は6:00～22:00、夜間は22:00～6:00

※２ 適合状況の○は測定結果が基準以下であったことを、×は基準を超過したことを示す。

地点2 府中清瀬線 40830 小金井市前原町5-14

地点1 杉並あきる野線 40370 小金井市関野町1-6

等価騒音レベル　LAeq　(dB)

調査結果
環境基準 要請限度

地点
番号

路線名
調査単位
区間番号

調査地点 時間※1

区分
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表 4.3(1) 観測時間別の騒音レベル調査結果 

 
図 4.1(1) 観測時間別の騒音レベル調査結果 

地点番号： 1 調査日時： 令和4年6月23日（木）9:00 ～ 6月24日（金）9:00

路線名： 杉並あきる野線 調査地点： 小金井市関野町1-6

等価騒音
レベル
（dB)

最大値
(dB)

LAeq LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 LAmax

6:00～ 7:00 65.4 70.8 68.8 60.5 47.4 44.9 87.4

7:00～ 8:00 65.3 70.8 68.7 61.6 50.1 47.2 86.3

8:00～ 9:00 64.1 69.6 67.7 60.3 47.9 44.9 83.1

9:00～ 10:00 65.2 71.0 68.9 61.8 49.5 47.0 81.8

10:00～ 11:00 65.6 70.8 68.9 62.4 50.8 47.9 86.1

11:00～ 12:00 64.9 70.6 68.7 61.5 49.0 46.4 81.8

12:00～ 13:00 64.6 69.9 67.9 61.4 49.5 46.2 84.0

13:00～ 14:00 64.6 70.3 68.2 61.3 49.7 47.2 81.0

14:00～ 15:00 63.9 69.2 67.2 60.8 48.3 45.9 84.3

15:00～ 16:00 64.2 69.2 67.3 61.0 49.9 47.5 86.6

16:00～ 17:00 64.3 69.7 67.8 60.7 48.9 46.6 83.3

17:00～ 18:00 64.4 69.8 67.9 61.7 51.0 48.4 82.6

18:00～ 19:00 64.1 69.6 67.7 60.8 48.3 45.3 84.1

19:00～ 20:00 63.3 68.8 67.0 59.5 46.4 43.3 81.8

20:00～ 21:00 63.4 69.0 67.1 58.0 44.0 41.9 86.3

21:00～ 22:00 62.8 69.2 67.3 54.2 40.6 38.6 81.3

22:00～ 23:00 63.0 69.4 67.0 53.0 39.3 37.8 82.2

23:00～ 0:00 61.6 68.2 65.2 48.5 37.0 35.2 84.3

0:00～ 1:00 61.8 68.5 65.3 48.3 35.4 33.8 83.7

1:00～ 2:00 61.4 68.6 65.5 47.5 35.0 33.7 81.4

2:00～ 3:00 59.3 66.6 61.3 40.5 32.0 31.3 80.6

3:00～ 4:00 60.2 67.5 62.7 42.8 32.6 31.3 80.1

4:00～ 5:00 62.4 69.3 65.6 47.9 37.6 36.0 83.2

5:00～ 6:00 64.8 71.7 68.8 55.8 42.0 39.9 82.0

昼間 70 64 70 68 60 48 46 87

夜間 65 62 69 65 48 36 35 84

※ 基準時間帯平均値の、等価騒音レベルはエネルギー平均値、時間率騒音レベルは算術平均値。

地点番号： 1 調査日時： 令和4年6月23日（木）9:00 ～ 6月24日（金）9:00

路線名： 杉並あきる野線 調査地点： 小金井市関野町1-6

時間率騒音レベル（dB）
観測時間

基準時間帯

平均値※・最大値

環境
基準

時間帯

昼
間

夜
間

70

65

30

40

50

60

70

80

90

100

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5

騒
音
レ
ベ
ル
（
dB
）

観測時間（時）

LA5

LA10

LA50

LA90

LA95

LAeq

LAmax
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表 4.3(2) 観測時間別の騒音レベル調査結果 

 
図 4.1(2) 観測時間別の騒音レベル調査結果  

地点番号： 2 調査日時： 令和4年6月23日（木）9:00 ～ 6月24日（金）9:00

路線名： 府中清瀬線 調査地点： 小金井市前原町5-14

等価騒音
レベル
（dB)

最大値
(dB)

LAeq LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 LAmax

6:00～ 7:00 65.4 71.4 69.0 57.2 43.5 42.3 85.1

7:00～ 8:00 65.5 71.1 68.8 60.4 45.4 43.9 84.3

8:00～ 9:00 65.5 71.0 68.8 59.6 45.1 43.5 86.9

9:00～ 10:00 65.6 71.1 69.0 60.4 46.5 44.2 84.8

10:00～ 11:00 66.1 71.8 69.4 60.2 45.6 43.8 88.5

11:00～ 12:00 66.1 71.5 69.3 60.4 44.7 43.0 87.8

12:00～ 13:00 64.7 70.9 68.7 57.8 43.5 42.2 83.3

13:00～ 14:00 65.1 70.7 68.5 59.1 44.1 42.9 87.4

14:00～ 15:00 64.5 70.7 68.6 58.6 43.9 42.3 82.1

15:00～ 16:00 64.7 70.4 68.3 59.8 45.5 43.7 82.5

16:00～ 17:00 64.2 69.8 67.8 59.7 46.1 44.0 83.7

17:00～ 18:00 63.6 69.4 67.3 59.7 46.2 44.3 80.5

18:00～ 19:00 65.1 70.4 68.1 58.6 44.8 43.6 89.7

19:00～ 20:00 63.2 69.5 67.1 56.5 43.2 42.4 81.7

20:00～ 21:00 62.9 69.1 66.9 51.5 42.8 42.2 87.6

21:00～ 22:00 62.1 68.7 65.9 48.6 42.0 41.5 84.8

22:00～ 23:00 62.9 68.7 65.7 50.0 41.8 41.1 88.9

23:00～ 0:00 60.6 67.4 64.1 47.0 41.2 40.8 80.2

0:00～ 1:00 61.0 66.9 63.1 44.4 40.0 39.7 89.4

1:00～ 2:00 60.2 66.9 62.5 43.0 39.9 39.6 80.5

2:00～ 3:00 59.7 65.8 61.0 42.1 39.5 39.3 81.3

3:00～ 4:00 61.2 67.2 62.5 42.9 39.3 39.1 84.4

4:00～ 5:00 60.9 67.2 62.8 44.4 39.6 39.3 83.3

5:00～ 6:00 63.5 69.8 67.2 51.9 42.3 41.4 86.0

昼間 70 65 70 68 58 45 43 90

夜間 65 61 67 64 46 40 40 89

※ 基準時間帯平均値の、等価騒音レベルはエネルギー平均値、時間率騒音レベルは算術平均値。

地点番号： 2 調査日時： 令和4年6月23日（木）9:00 ～ 6月24日（金）9:00

路線名： 府中清瀬線 調査地点： 小金井市前原町5-14

時間帯 観測時間
環境
基準

時間率騒音レベル（dB）

昼
間

70

夜
間

65

基準時間帯

平均値※・最大値

30

40

50

60

70

80

90

100

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5

騒
音
レ
ベ
ル
（
dB
）

観測時間（時）

LA5

LA10

LA50

LA90

LA95

LAeq

LAmax
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4.2.2 背後地騒音 

測定点近傍を通過する自動車や歩行者等、等価騒音レベルに影響する特異騒音を除外した後、

実測時間 10 分間の等価騒音レベル（ＬAeq）及び時間率騒音レベル（ＬAx）を算出した。また、基準時間

帯ごとの LA95 の算術平均値を残留騒音レベルとした。 

背後地における騒音レベルの調査結果を表 4.4 に示す。 

各調査地点の残留騒音レベルは昼間の時間区分が地点 1 は 43dＢ、地点 2 は 33dＢ、夜間の時間

区分が地点 1 は 33dＢ、地点 2 は 32dB であった。 

 

表 4.4 背後地における騒音レベル調査結果 

 

  

調査日：令和4年6月23日（木）9：00～6月24日（金）9：00
最大値

(dB)
残留騒音

Ｌ Aeq LAeq平均 Ｌ A5 Ｌ A10 Ｌ A50 Ｌ A90 Ｌ A95 Ｌ Amax LA95平均

9:40 46.6 50.7 47.9 44.8 43.7 43.5 58.9

14:40 44.6 46.7 46.0 44.1 43.2 43.0 55.1
22:30 39.0 44.7 42.2 32.3 29.9 29.5 59.2
2:30 37.9 43.8 41.8 31.7 29.8 29.2 57.7
9:00 46.9 53.8 51.3 41.7 35.5 34.8 60.3

14:00 40.9 44.8 43.1 37.6 32.4 31.9 63.1
22:00 37.0 42.0 39.5 34.4 32.1 31.8 57.9
2:00 37.0 42.2 40.0 34.5 32.4 32.1 51.4

33

夜間 37 32

地点2 40830

昼間 45
府中清瀬線

小金井市前原町5-14

39 29

43
地点1 40370

昼間 46

夜間

杉並あきる野線
小金井市関野町1-6

時間率騒音ﾚﾍﾞﾙ(dB)地点
番号

調査単位
区間番号

路線名
調査地点名

時間
区分

測定
開始
時刻

等価騒音　ﾚﾍﾞﾙ(dB)
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4.3 交通量・平均走行速度の調査結果 

交通量・平均走行速度の調査結果を表 4.5（1）～（2）に示す。 

 

表 4.5（1） 交通量・平均走行速度の調査結果  

 
 

表 4.5（2） 交通量・平均走行速度の調査結果 

 
 

 

  

路 線 名: 杉並あきる野線 40370

測 定 日: 令和4年6月23日（木）9:00 ～ 6月24日（金）9:00

I II I II I II

(台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (%) (km/h) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (%) (km/h) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (%) (km/h)

昼間 9:40 1 4 51 2 58 8.9 40.3 0 2 55 1 58 3.5 39.4 1 6 106 3 116 6.2 39.9

昼間 14:40 0 1 73 2 76 1.4 41.2 1 3 71 1 76 5.3 41.9 1 4 144 3 152 3.4 41.6

夜間 22:30 0 1 12 2 15 7.7 48.9 0 0 30 5 35 0.0 46.4 0 1 42 7 50 2.3 47.7

夜間 2:30 0 1 6 1 8 14.3 46.9 0 1 11 0 12 8.3 47.8 0 2 17 1 20 10.5 47.4

昼間 1 3 62 2 67 4.6 40.8 1 3 63 1 67 4.5 40.7 1 5 125 3 134 4.6 40.7

夜間 0 1 9 2 12 10.0 47.9 0 1 21 3 24 2.4 47.1 0 2 30 4 35 4.8 47.5

※１ 車種分類の大型車I は大型番号表を装着した普通貨物自動車、特殊用途自動車、乗合自動車　　大型車II は小型番号表を装着した普通貨物自動車、特殊用途自動車、乗合自動車

小型車 は大型車Iおよび大型車II、二輪車を除く自動車　　二輪車 は二輪自動車、原動機付自転車

※２ 時間区分の昼間は 6:00～22:00、夜間は 22:00～6:00

下り　西行き（測定点側）

二輪車
大型車 大型車

小型車

車種分類
※１

車両
合計

大型車
混入率

平均
速度

車種分類
※１

車両
合計

大型車
混入率

平均
速度

時間※2

区分

平均

測定
開始
時刻 小型車

大型車

合計上り　東行き（反対車線側）

二輪車小型車二輪車

車種分類
※１

車両
合計

大型車
混入率

平均
速度

路 線 名: 府中清瀬線 40830

測 定 日: 令和4年6月23日（木）9:00 ～ 6月24日（金）9:00

I II I II I II

(台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (%) (km/h) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (%) (km/h) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (台/10分) (%) (km/h)

昼間 9:00 2 4 34 1 41 15.0 40.8 2 2 42 1 47 8.7 38.5 4 6 76 2 88 11.6 39.7

昼間 14:00 1 4 48 1 54 9.4 39.2 3 6 50 2 61 15.3 39.1 4 10 98 3 115 12.5 39.2

夜間 22:00 1 0 22 2 25 4.3 46.2 2 1 14 1 18 17.6 44.8 3 1 36 3 43 10.0 45.5

夜間 2:00 0 0 8 0 8 0.0 46.5 0 3 10 0 13 23.1 48.8 0 3 18 0 21 14.3 47.7

昼間 2 4 41 1 48 11.8 40.0 3 4 46 2 54 12.4 38.8 4 8 87 3 102 12.1 39.4

夜間 1 0 15 1 17 3.2 46.4 1 2 12 1 16 20.0 46.8 2 2 27 2 32 11.5 46.6

※１ 車種分類の大型車I は大型番号表を装着した普通貨物自動車、特殊用途自動車、乗合自動車　　大型車II は小型番号表を装着した普通貨物自動車、特殊用途自動車、乗合自動車

小型車 は大型車Iおよび大型車II、二輪車を除く自動車　　二輪車 は二輪自動車、原動機付自転車

※２ 時間区分の昼間は 6:00～22:00、夜間は 22:00～6:00

車種分類
※１

車両
合計

大型車
混入率

平均
速度

平均

大型車
小型車 二輪車

大型車
小型車 二輪車

時間※2

区分

測定
開始
時刻

下り　北行き（測定点側） 上り　南行き（反対車線側） 合計

大型車
小型車 二輪車

平均
速度

大型車
混入率

車両
合計

車種分類
※１

車種分類
※１

車両
合計

大型車
混入率

平均
速度
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5．面的評価支援システムによる評価 

 

騒音・交通量等の測定結果等に基づき、常時監視対象路線について、面的評価支援システム※への

データ入力、更新及び演算処理を行った。その結果より、環境省へ報告する「令和 4 年度自動車騒音

常時監視結果」等の各種資料の作成を行った。 

※ 環境省が配布する「面的評価支援システム Ver.5.0.0」を使用した。 

 

5.1 初期設定 

使用者の登録をし、各種オブジェクトの表示色・範囲等の初期設定は、原則としてシステムのデフォ

ルト設定をそのまま活用した。ただし、初期設定項目のうち「都道府県・市区町村コード」、「基準年度」に

ついては以下のとおりとした。 

都道府県コード 13：東京都 

市区町村コード 210：小金井市 

評価基準年度 2022 年度 

道路交通センサス調査年度 2015 年度 

騒音データ測定年度 2022 年度 

 

5.2 道路設定 

(1)道路平面線形要素の設定 

調査対象区間の道路平面線形オブジェクトについて、平成 27 年度道路交通センサス情報を基に

道路種別・路線名・路線番号等の情報を入力した。 

 

(2)標準断面の作成 

調査対象区間の道路横断面図について、車線数・道路構造・道路種級・道路種別等の情報を平

成 27 年度道路交通センサス情報に基づいて入力した。 

 

(3)道路交通センサス区間の設定 

調査対象区間の道路平面線形オブジェクトを区切って道路交通センサス区間オブジェクトを作成

し、センサス区間番号・センサス調査結果等の道路交通センサス情報を入力した。 

 

5.3 沿道設定 

(1)市区町村エリアの設定 

市区町村エリアオブジェクトを設定した。 

 

(2)都市計画用途地域の設定 

調査対象区間の道路に面する地域をカバーする範囲に、都市計画用途地域オブジェクトを用途

地域別に作成した。 

 

(3)環境基準類型指定地域の設定 

調査対象区間の道路に面する地域をカバーする範囲に、環境基準類型指定地域オブジェクトを

自動作成させた。 
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(4)評価区間の設定 

道路交通センサス線形オブジェクトを分割して評価区間線形オブジェクトを作成し、評価区間番

号・道路構造・車線数・騒音対策状況等の評価区間情報を入力した。 

 

(5)道路端の設定 

道路端オブジェクトを作成し、評価区間線形オブジェクトと関連付けた。 

 

(6)道路に面する地域の設定 

評価区間ごとに道路に面する地域オブジェクトを自動作成させ、評価区間情報と関連付けた。 

 

(7)距離帯の設定 

道路に面する地域（道路端～50m）を 0～10m、10～20m、20～30m、30～40m、40～50m の 5

つの距離帯に分割する距離帯オブジェクトを自動作成させた。 

 

(8)近接空間の設定 

近接空間（道路端～15m もしくは 20m）を表す近接空間オブジェクトを自動作成させた。 

 

(9)街区の設定 

評価区間区オブジェクトを建物立地密度がほぼ均一とみなせる区間で区切って、街区オブジェク

トを作成し、地表面種類・街区延長等の情報を入力した。 

 

(10)建物の設定 

街区オブジェクト上に建物オブジェクトを作成し、建物の番号・用途・構造等の建物情報を入力し

た。また、建物の立地面積・用途・構造・階数・都市計画用途地域・環境基準類型指定地域等の建物

属性を自動取得した。 

 

(11)立地密度の設定 

評価区間・街区ごとの立地密度を計算した。 

 

(12)印刷用メッシュ作成 

印刷用のメッシュを自動作成させた。 

 

(13)現地調査用データ作成 

沿道建物の現地調査用データ（建物チェックシート・建物図）を作成した。 

 

5.4 騒音設定 

(1)騒音測定地点 

本年度の騒音調査地点位置に騒音測定地点オブジェクトを作成し、定点/準定点の種別等の情報

を入力した。また、騒音測定地点の断面図を作成し、情報を入力した。 

 

(2)騒音測定データ 

騒音測定地点オブジェクトに関連付けて測定地点の情報及び騒音・交通量等調査結果を入力し

た。 
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5.5 騒音推計前 

(1)騒音基準位置の設定 

騒音推計を行うために評価区間ごとに騒音基準位置（騒音基準点位置オブジェクト）を上り側・下り

側それぞれに設定し、騒音測定データとの関連付けを行った。 

 

(2)騒音レベルの設定 

推計の諸元とする基準点騒音レベル、残留騒音レベルを設定した。残留騒音レベルは、背後地測定

点による調査結果（90%時間率騒音レベルの下端値：LA95 を基準時間帯ごとに算術平均した値）より設定

した。本年度の調査対象区間の基準点騒音レベル及び残留騒音レベルは、表 5.1 に示すとおりである。 

 

表 5.1 基準点騒音レベル及び残留騒音レベルの設定 

 

 

(3)表示用レイヤの作成 

評価区間ごとの道路近傍騒音レベル、残留騒音レベル、騒音観測・非観測区間分のレイヤをそれ

ぞれ作成した。 

 

上り
（昼間）

上り
（夜間）

下り
（昼間）

下り
（夜間）

上り
（昼間）

上り
（夜間）

下り
（昼間）

下り
（夜間）

杉並あきる野線 2015-40370-1 64.0 62.0 63.0 61.0 43 29 43 29

府中清瀬線  2015-40830-1 65.0 61.0 65.0 61.0 33 32 33 32

路線名 評価区間番号

基準点騒音レベル（dB） 残留騒音レベル(dB)

備考
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5.6 騒音推計 

(1)データチェック 

推計前に、要素設定にて設定したデータのチェックを行った。 

 

(2)沿道情報 

設定した沿道情報（評価区間・街区・都市計画用途地域等）を画面上で確認した。 

 

(3)データ照査・諸元 

評価区間・街区などの立地密度と、騒音レベルの分布を表示し沿道状況を確認した。 

 

(4)推計 

騒音レベルの距離減衰計算・建物群による減衰計算、残留騒音との合成、交差道路の騒音予測

値との合成等を行い、各住居位置の騒音レベルを推計した。 

 

(5)常時監視フォーマット作成 

①建物ごとの騒音レベル別住居等戸数整理表集計 

推計から得られた結果を元に、騒音レベル別住居等戸数整理表を作成した。 

②常時監視フォーマット作成 

推計から得られた結果を元に、令和 4 年度自動車騒音常時監視結果報告に対応する常時

監視フォーマット（環境基準を超過する住居等戸数及びその割合等）を作成した。 

 

(6)一括表示用レイヤ作成 

推計結果を基に、騒音暴露状況、環境基準達成状況・騒音レベル等高線図・減衰横断図など

の一括表示用レイヤをそれぞれ作成した。 
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5.7 指定出力 

(1)常時監視フォーマット 

令和 4年度自動車騒音常時監視結果報告に対応する常時監視フォーマットを出力した。 

常時監視フォーマットの内容は、表 5.2に示すとおりである。 

 

表 5.2 常時監視フォーマット 

項目 内容 

常時監視フォーマット 

・常時監視フォーマット 

・位置図（騒音測定地点・評価区間） 

・詳細図（騒音測定地点の平面図・横断図） 

 

(2)環境 GIS フォーマット 

令和 4年度自動車騒音常時監視結果報告に対応する環境 GISフォーマットを出力した。 

環境 GISフォーマットのファイル構成は、表 5.3に示すとおりである。 

 

表 5.3 環境GISフォーマットのファイル構成 

データ種類 ファイル名※ ファイル内容 備考 

騒音測定地点 

souonYYYYPPQQQ.shp メインファイル 

Point 属性で作成 souonYYYYPPQQQ.shx インデックスファイル 

souonYYYYPPQQQ.dbf 属性ファイル 

評価区間 

hyoka.PPQQQ.shp メインファイル 

Polygon 属性で作成 hyoka.PPQQQ.shx インデックスファイル 

hyoka.PPQQQ.dbf 属性ファイル 

※ ファイル名の英記号は、それぞれ以下のデータを表す。 
    YYYY : 騒音測定データ年度（西暦：2022） 
    PP : 都道府県コード（東京都：13） 
    QQQ : 市区町村コード（小金井市：210） 
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６．環境基準の地域評価結果 

小金井市内の評価対象区間における道路に面する地域に立地している住居等 15,063 戸を対象に

自動車騒音の常時監視として面的評価を行った。 

 

6.1 環境基準の達成状況（今年度評価区間） 

 

今年度評価区間の環境基準の達成状況を表 6.1、図 6.1 および平成 29 年度との比較を図 6.2 に示

す。 

 

今年度評価区間の環境基準の達成状況は、昼夜とも基準値以下であった戸数は 2,288 戸（98.9%）

で、昼のみ基準値以下であった戸数は 11 戸（0.5％）、夜のみ基準値以下であった戸数は 0 戸（0%）、

昼夜とも基準値を超過した戸数は 15 戸（0.6%）であった。 

 

また、前回同区間を評価した平成 29 年度との比較については、環境基準の達成状況は昼夜とも基

準値以下の割合が増えた。 

 

表 6.1 面的評価結果（今年度評価区間） 

 

  

戸数(戸) 割合(％) 戸数(戸) 割合(％) 戸数(戸) 割合(％) 戸数(戸) 割合(％)

全戸数
(2,314戸)

2,288 98.9 11 0.5 0 0.0 15 0.6

近接空間
(872戸)

865 99.2 4 0.5 0 0.0 3 0.3

非近接空間
(1,442戸)

1,423 98.7 7 0.5 0 0.0 12 0.8

平成29年度
全戸数

(2,314戸)
2,098 90.7 76 3.3 0 0.0 140 6.1

昼夜とも
基準値超過

本年度

昼夜とも
基準値以下

昼のみ
基準値以下

夜のみ
基準値以下
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図 6.1 面的評価結果（今年度評価区間） 

 

 

図 6.2 過年度との比較 
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6.2 環境基準の達成状況（全体） 

 

小金井市全体の環境基準の達成状況を表 6.2、図 6.3 および令和 3 年度（昨年度）との比較を図 6.4

に示す。 

 

小金井市全体の環境基準の達成状況は、昼夜とも基準値以下であった戸数は 14,599 戸（96.9%）

で、昼のみ基準値以下であった戸数は 261戸（1.7％）、夜のみ基準値以下であった戸数は 0戸（0%）、

昼夜とも基準値を超過した戸数は 203 戸（1.3%）であった。 

 

また、令和 3 年度との比較については、環境基準の達成状況は昼夜とも基準値以下の割合が増えた。 

 

表 6.2 面的評価結果（小金井市全体） 

 

  

戸数(戸) 割合(％) 戸数(戸) 割合(％) 戸数(戸) 割合(％) 戸数(戸) 割合(％)

全戸数
(15,063戸)

14,599 96.9 261 1.7 0 0.0 203 1.3

近接空間
(7,110戸)

6,772 95.2 196 2.8 0 0.0 142 2.0

非近接空間
(7,953戸)

7,827 98.4 65 0.8 0 0.0 61 0.8

令和3年度
全戸数

(15,063戸)
14,407 95.6 327 2.2 0 0.0 329 2.2

本年度

昼夜とも
基準値超過

昼夜とも
基準値以下

昼のみ
基準値以下

夜のみ
基準値以下
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図 6.3 面的評価結果（小金井市全体） 

 

 

図 6.4 昨年度との比較 
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6.3 環境基準の達成状況（道路種別） 

道路の種類別の達成状況を表 6.3、表 6.4 に示す。 

 

都道府県道の面的評価結果は、評価対象戸数 15,858 戸※のうち、昼間・夜間とも基準値以下は  

15,350 戸（96.8%）、昼間のみ基準値以下が 281 戸（1.8%）、夜間のみ基準値以下が 0 戸（0.0％）、

昼間・夜間とも基準値超過が 227 戸（1.4%）であった。 

※道路種類別の評価対象戸数については、路線毎の評価対象戸数の合計となっているため、交差部の重複を含む戸数と

なっている。 

 

表 6.3 道路種類別の面的評価結果（戸数） 

 

 

 

表 6.4 道路種類別の面的評価結果（割合） 

 
  

住居等

戸数
①+②+

③+④
(戸)

昼夜とも

基準値
以下

①
(戸)

昼のみ

基準値
以下

②
(戸)

夜のみ

基準値
以下

③
(戸)

昼夜とも

基準値
超過

④
(戸)

住居等

戸数
①+②+

③+④
(戸)

昼夜とも

基準値
以下

①
(戸)

昼のみ

基準値
以下

②
(戸)

夜のみ

基準値
以下

③
(戸)

昼夜とも

基準値
超過

④
(戸)

住居等

戸数
①+②+

③+④
(戸)

昼夜とも

基準値
以下

①
(戸)

昼のみ

基準値
以下

②
(戸)

夜のみ

基準値
以下

③
(戸)

昼夜とも

基準値
超過

④
(戸)

高速自動車国道 － － － － － － － － － － － － － － －

都市高速道路 － － － － － － － － － － － － － － －

一般国道 － － － － － － － － － － － － － － －

都道府県道 15,858 15,350 281 0 227 7,666 7,295 211 0 160 8,192 8,055 70 0 67

4車線以上の市町村道 － － － － － － － － － － － － － － －

その他の道路 － － － － － － － － － － － － － － －

全体(合計) 15,858 15,350 281 0 227 7,666 7,295 211 0 160 8,192 8,055 70 0 67

面的評価結果（全体） 面的評価結果（近接空間）

道路種別

面的評価結果（非近接空間）

昼夜とも

基準値
以下

①
(％)

昼のみ

基準値
以下

②
(％)

夜のみ

基準値
以下

③
(％)

昼夜とも

基準値
超過

④
(％)

昼夜とも

基準値
以下

①
(％)

昼のみ

基準値
以下

②
(％)

夜のみ

基準値
以下

③
(％)

昼夜とも

基準値
超過

④
(％)

昼夜とも

基準値
以下

①
(％)

昼のみ

基準値
以下

②
(％)

夜のみ

基準値
以下

③
(％)

昼夜とも

基準値
超過

④
(％)

高速自動車国道 － － － － － － － － － － － －

都市高速道路 － － － － － － － － － － － －

一般国道 － － － － － － － － － － － －

都道府県道 96.8 1.8 0.0 1.4 95.2 2.8 0.0 2.1 98.3 0.9 0.0 0.8

4車線以上の市町村道 － － － － － － － － － － － －

その他の道路 － － － － － － － － － － － －

全体(合計) 96.8 1.8 0.0 1.4 95.2 2.8 0.0 2.1 98.3 0.9 0.0 0.8

面的評価結果（非近接空間）

道路種別

面的評価結果（全体） 面的評価結果（近接空間）
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6.4 環境基準の達成状況（路線別） 

路線別の達成状況を表 6.5、表 6.6 に示す。 

 

表 6.5 路線別の面的評価結果（戸数） 

 

 

 

表 6.6 路線別の面的評価結果（割合） 

 
 

 

住居等
戸数
①+②+
③+④
(戸)

昼夜とも
基準値
以下
①
(戸)

昼のみ
基準値
以下
②
(戸)

夜のみ
基準値
以下
③

(戸)

昼夜とも
基準値
超過
④
(戸)

住居等
戸数
①+②+
③+④
(戸)

昼夜とも
基準値
以下
①
(戸)

昼のみ
基準値
以下
②
(戸)

夜のみ
基準値
以下
③
(戸)

昼夜とも
基準値
超過
④
(戸)

住居等
戸数
①+②+
③+④
(戸)

昼夜とも
基準値
以下
①
(戸)

昼のみ
基準値
以下
②
(戸)

夜のみ
基準値
以下
③

(戸)

昼夜とも
基準値
超過
④
(戸)

1 杉並あきる野線 676 676 0 0 0 125 125 0 0 0 551 551 0 0 0

2 府中清瀬線Ａ 1,638 1,612 11 0 15 747 740 4 0 3 891 872 7 0 12

3 府中清瀬線Ｂ 3,552 3,539 10 0 3 1,848 1,841 4 0 3 1,704 1,698 6 0 0

4 恋ヶ窪新田三鷹線Ａ 1,897 1,876 7 0 14 831 817 2 0 12 1,066 1,059 5 0 2

5 恋ヶ窪新田三鷹線Ｂ 2,561 2,190 206 0 165 1,300 989 186 0 125 1,261 1,201 20 0 40

6 新宿国立線Ｂ 324 322 2 0 0 220 219 1 0 0 104 103 1 0 0

7 新宿国立線Ａ 636 636 0 0 0 326 326 0 0 0 310 310 0 0 0

8 府中小平線Ｂ 1,738 1,667 41 0 30 909 882 10 0 17 829 785 31 0 13

9 武蔵小金井停車場貫井線 745 743 2 0 0 401 399 2 0 0 344 344 0 0 0

10 府中小金井線 1,951 1,949 2 0 0 884 882 2 0 0 1,067 1,067 0 0 0

11 府中小平線Ａ 140 140 0 0 0 75 75 0 0 0 65 65 0 0 0

全体(合計) 15,858 15,350 281 0 227 7,666 7,295 211 0 160 8,192 8,055 70 0 67

一連
番号

面的評価結果（全体） 面的評価結果（近接空間）

路線名

面的評価結果（非近接空間）

昼夜とも
基準値
以下
①
(％)

昼のみ
基準値
以下
②
(％)

夜のみ
基準値
以下
③
(％)

昼夜とも
基準値
超過
④
(％)

昼夜とも
基準値
以下
①
(％)

昼のみ
基準値
以下
②
(％)

夜のみ
基準値
以下
③
(％)

昼夜とも
基準値
超過
④
(％)

昼夜とも
基準値
以下
①
(％)

昼のみ
基準値
以下
②
(％)

夜のみ
基準値
以下
③
(％)

昼夜とも
基準値
超過
④
(％)

1 杉並あきる野線 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 府中清瀬線Ａ 98.4 0.7 0.0 0.9 99.1 0.5 0.0 0.4 97.9 0.8 0.0 1.3

3 府中清瀬線Ｂ 99.6 0.3 0.0 0.1 99.6 0.2 0.0 0.2 99.6 0.4 0.0 0.0

4 恋ヶ窪新田三鷹線Ａ 98.9 0.4 0.0 0.7 98.3 0.2 0.0 1.4 99.3 0.5 0.0 0.2

5 恋ヶ窪新田三鷹線Ｂ 85.5 8.0 0.0 6.4 76.1 14.3 0.0 9.6 95.2 1.6 0.0 3.2

6 新宿国立線Ｂ 99.4 0.6 0.0 0.0 99.5 0.5 0.0 0.0 99.0 1.0 0.0 0.0

7 新宿国立線Ａ 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

8 府中小平線Ｂ 95.9 2.4 0.0 1.7 97.0 1.1 0.0 1.9 94.7 3.7 0.0 1.6

9 武蔵小金井停車場貫井線 99.7 0.3 0.0 0.0 99.5 0.5 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

10 府中小金井線 99.9 0.1 0.0 0.0 99.8 0.2 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

11 府中小平線Ａ 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

全体(合計) 96.8 1.8 0.0 1.4 95.2 2.8 0.0 2.1 98.3 0.9 0.0 0.8

一連
番号

面的評価結果（非近接空間）

路線名

面的評価結果（全体） 面的評価結果（近接空間）


